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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/18    ＣＳＰＮ
   Ｃ０７Ｆ   7/18    　　　Ｌ
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０４　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月17日(2012.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
　本出願では、以下の態様が提供される。
１．　式：Ｒｆ－Ｑ－Ｘ－［Ｓｉ（Ｒ）ｆ（Ｒ１）３－ｆ］ｇにより表されるフッ素化化
合物であって、式中、Ｒｆが、Ｒｆａ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－；［Ｒｆｂ－
（Ｏ）ｔ－Ｃ（Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－；ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－；Ｃ
Ｆ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－；及びＣＦ３－Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－、からなる群
から選択され、Ｑが、結合、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ２）－、及び－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－からなる
群から選択され、Ｒ２が、水素及び１～４個の炭素原子を有するアルキルから成る群から
選択され、Ｘが、アルキレン及びアリールアルキレンからなる群から選択され、前記アル
キレン及びアリールアルキレンは、それぞれ所望により、独立してエーテル、アミン、エ
ステル、アミド、カルバメート、及び尿素からなる群から選択される少なくとも１つの官
能基により中断され、所望により、ヒドロキシルにより置換され、Ｒｆａ及びＲｆｂが、
独立して、炭素原子１～１０個を有し、且つ所望により少なくとも１つの酸素原子により
中断されている、部分フッ素化又は全フッ素化アルキル基を表し、Ｌが、Ｆ及びＣＦ３か
ら成る群から選択され、Ｗが、アルキレン及びアリーレンから成る群から選択され、Ｒが
、アルキル、アリール、アリールアルキレニル、及びアルキルアリーレニルから成る群か
ら選択され、Ｒ１が、ハロゲン化物、ヒドロキシル、アルコキシ、アリールオキシ、アシ
ルオキシ、及びポリアルキレンオキシから成る群から選択され、前記アルコキシ及びアシ
ルオキシは、所望により、ハロゲンにより置換され、前記アリールオキシは、所望により
、ハロゲン、アルキル、又はハロアルキルにより置換され、ｆが、０又は１であり、ｇが
、１～２の値であり、ｒが、０又は１であり、ｒが０であるとき、Ｒｆａは、少なくとも
１つの酸素により中断され、ｔが、０又は１であり、ｍが、１、２、又は３であり、ｎが
０又は１であり、各ｐが、独立して１～６の数であり、ｚが、２～７の数である、フッ素
化化合物。
２．　Ｒｆが、Ｒｆａ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－；［Ｒｆｂ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（
Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－；及びＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－からなる群から
選択される、態様１に記載のフッ素化化合物。
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３．　ｔ及びｒがそれぞれ１であり、Ｒｆ
ａ及びＲｆ

ｂが、独立して、１～６個の炭素原
子を有する全フッ素化脂肪族基；及び式：Ｒｆ

１－［ＯＲｆ
２］ｘ－［ＯＲｆ

３］ｙ－に
より表される全フッ素化基から成る群から選択され、Ｒｆ

１が、１～６個の炭素原子を有
するペルフルオロ化脂肪族基であり、Ｒｆ

２及びＲｆ
３が、それぞれ独立して、１～４個

の炭素原子を有するペルフルオロ化アルキレンであり、ｘ及びｙが、それぞれ独立して、
０～４の数であり、ｘとｙとの合計が、少なくとも１である、態様１又は２に記載のフッ
素化化合物。
４．　ｔ及びｒがそれぞれ０であり、Ｒｆ

ａ及びＲｆ
ｂが、独立して、Ｒｆ

４－［ＯＲｆ
５］ａ－［ＯＲｆ

６］ｂ－Ｏ－ＣＦ２－、により表される全フッ素化基であり、Ｒｆ
４が

、１～６個の炭素原子を有するペルフルオロ化脂肪族基であり；Ｒｆ
５及びＲｆ

６が、そ
れぞれ独立して、１～４個の炭素原子を有するペルフルオロ化アルキレンであり、ａ及び
ｂが、それぞれ独立して、０～４の数である、態様１又は２に記載のフッ素化化合物。
５．　Ｒｆが、Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ
Ｆ－；ＣＦ３ＣＦ２ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－Ｃ
Ｆ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－
；ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－；ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ

２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３－
Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；
ＣＦ３－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２

－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ

２－；ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３

－（Ｏ－ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２

－ＣＨＦ－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－
Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ
－；ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－；ＣＦ３－
（Ｏ－ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－
ＣＨＦ－ＣＦ２－；Ｃ２Ｆ５－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－
ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２

－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－；ＣＦ３

－（Ｏ－ＣＦ２）２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－；及びＣＦ３

－（Ｏ－ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－からなる群か
ら選択される、態様１又は２に記載のフッ素化化合物。
６．　Ｒｆが、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２

－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－
ＣＨＦ－ＣＦ２－；及びＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－Ｃ
Ｆ２－からなる群から選択される、態様５に記載のフッ素化化合物。
７．　Ｒｆが、ＣＦ３－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－；ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ

２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－
ＣＨ２－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ

２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－ＯＣＨ２－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２

－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－ＯＣＨ２－；Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－ＯＣＨ２

－；ＣＦ３－ＣＨＦ－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨ２－；及びＣ３Ｆ７－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－
ＯＣＨ２－からなる群から選択される、態様１又は２に記載のフッ素化化合物。
８．　Ｒｆが、ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－である、態様１に記載のフッ素化化合
物。
９．　Ｒｆが、ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）３－及びＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）５

－からなる群から選択される、態様７に記載のフッ素化化合物。
１０．　Ｒｆが、ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－であり、ｚが３又は４である、態様１に記
載のフッ素化化合物。
１１．　Ｒｆが、ＣＦ３－Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－である、態様１に記載のフッ
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素化化合物。
１２．　Ｑが、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ２）－であり、式中、Ｘが、最高８個の炭素原子を有
するアルキレンであり、且つ所望により、独立してエーテル及びカルバメートからなる群
から選択される少なくとも１つの官能基により中断される、態様１～１１のいずれか一項
に記載のフッ素化化合物。
１３．　態様１～１２のいずれか一項に記載のフッ素化化合物と、式：（Ｒ）ｑＭ（Ｒ１

）ｒ'－ｑにより表される化合物とを含む組成物であって、式中、Ｒが、アルキル、アリ
ール、アリールアルキレニル、及びアルキルアリーレニルからなる群から選択され、Ｍが
、Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｒ、及びＡＩからなる群から選択され、Ｒ１が、ハロゲン化物、ヒドロ
キシル、アルコキシ、アリールオキシ、アシルオキシ、及びポリアルキレンオキシから成
る群から選択され、ｒ’が、３又は４であり、ｑが０、１、又は２である組成物。
１４．　溶媒を更に含む、態様１３に記載の組成物。
１５．　態様１～１２のいずれか一項に記載の化合物と、溶媒とを含む組成物。
１６．　酢酸、クエン酸、ギ酸、パラトルエンスルホン酸、トリフリン酸、ペルフルオロ
酪酸、ホウ化水素酸、硫酸、リン酸、又は塩酸の少なくとも１つを更に含む、態様１３～
１５のいずれか一項に記載の組成物。
１７．　アミン、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物、又は水酸化アンモ
ニウムの少なくとも１つを更に含む、態様１３～１５のいずれか一項に記載の組成物。
１８．　態様１３～１７のいずれか一項に記載の組成物で表面を処理する工程を含む方法
。
１９．　前記組成物による表面の処理が、比較組成物で同等の表面を処理することにより
提供される接触角よりも大きい、前記表面上における水又はヘキサデカンの少なくとも１
つの接触角をもたらし、前記比較組成物は、前記フッ素化化合物を式：Ｃ３Ｆ７－Ｏ－Ｃ
Ｆ（ＣＦ３）－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）３－Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３により表され
るシランに置き換えたことを除いて前記組成物と同じである、態様１８に記載の組成物。
２０．　態様１４～１７のいずれか一項に記載の組成物に炭化水素含有地層を接触させる
工程を含む方法。
２１．　前記炭化水素含有地層が、砂岩、頁岩、礫岩、珪藻岩、又は砂の少なくとも１つ
を含む、態様２０に記載の方法。
２２．　前記炭化水素含有地層が、炭酸塩又は石灰岩の少なくとも１つを含む、態様２０
に記載の方法。
２３．　前記炭化水素含有地層が、少なくとも１つの割れ目を有し、前記割れ目が、その
中に複数のプロパントを有する、態様２０～２２のいずれか一項に記載の方法。
２４．　前記溶媒が、水、モノヒドロキシアルコール、グリコール、エーテル、グリコー
ルエーテル、ケトン、又は超臨界二酸化炭素の少なくとも１つを含み、前記モノヒドロキ
シアルコール、グリコール、エーテル、及びケトンが、それぞれ独立して、最高４個の炭
素原子を有し、前記グリコールエーテルが、最高９個の炭素原子を有する、態様２０～２
３のいずれか一項に記載の方法。
２５．　前記炭化水素含有地層を前記組成物に接触させる前に、前記炭化水素含有地層が
、ブライン又は液状炭化水素の少なくとも１つを有し、前記炭化水素含有地層が、前記組
成物と接触した後、少なくとも増加したガス浸透率を有する、態様２０～２４のいずれか
一項に記載の方法。
２６．　前記炭化水素含有地層を前記組成物と接触させる前に、前記炭化水素含有地層を
流体と接触させる工程を更に含み、前記流体が、前記炭化水素含有地層におけるブライン
又は液状炭化水素の少なくとも１つを少なくとも部分的に可溶化させる又は少なくとも部
分的に移動させる、のうちの少なくとも１つを行う、態様２５に記載の方法。
２７．　表面を含む物品であって、前記表面の少なくとも一部がシロキサンで処理され、
前記シロキサンが、態様１～１２のいずれか一項に記載のフッ素化化合物の少なくとも１
つの縮合生成物を含む物品。
２８．　前記シロキサンが、前記表面に共有結合している、態様２７に記載の物品。
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２９．　前記シロキサンが、式：（Ｒ）ｑＭ（Ｒ１）ｒ'－ｑにより表される化合物の縮
合生成物を更に含み、式中、Ｒが、アルキル、アリール、アリールアルキレニル、及びア
ルキルアリーレニルからなる群から選択され、Ｍが、Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｒ、及びＡＩからな
る群から選択され；Ｒ１が、ハロゲン化物、ヒドロキシル、アルコキシ、アリールオキシ
、アシルオキシ、及びポリアルキレンオキシからなる群から選択され；ｒ’が、３又は４
であり、ｑが、０、１、又は２である、態様２７又は２８のいずれか一項に記載の物品。
３０．　前記シロキサンが、前記表面上における水又はヘキサデカンの少なくとも１つの
接触角を、比較シロキサンよりも大きく増加させ、前記比較シロキサンは、前記フッ素化
化合物の少なくとも１つの縮合生成物を、式：Ｃ３Ｆ７－Ｏ－ＣＦ（ＣＦ３）－Ｃ（Ｏ）
－ＮＨ－（ＣＨ２）３－Ｓｉ（ＯＣＨ２ＣＨ３）３により表されるシランの少なくとも１
つの縮合生成物に置き換えたことを除いて、前記シロキサンと同じである、態様２７～２
９のいずれか一項に記載の物品。
３１．　前記物品が、炭化水素含有地層又はプロパント粒子である、態様２７～３０のい
ずれか一項に記載の物品。
　本開示の種々の修正及び変更は、本開示の範囲及び趣旨を逸脱しなければ当業者によっ
て行われてよく、また本開示は、本明細書に記載された例示的な実施形態に不当に限定さ
れるべきではないと理解されるべきである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
　Ｒｆ－Ｑ－Ｘ－［Ｓｉ（Ｒ）ｆ（Ｒ１）３－ｆ］ｇ

により表されるフッ素化化合物であって、式中、
　Ｒｆが、Ｒｆａ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－であり、
　Ｑが、結合、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ２）－、及び－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－からなる群から選択さ
れ、Ｒ２が、水素及び１～４個の炭素原子を有するアルキルから成る群から選択され、
　Ｘが、アルキレン及びアリールアルキレンからなる群から選択され、前記アルキレン及
びアリールアルキレンは、それぞれ所望により、独立してエーテル、アミン、エステル、
アミド、カルバメート、及び尿素からなる群から選択される少なくとも１つの官能基によ
り中断され、所望により、ヒドロキシルにより置換され、
　Ｒｆａが、炭素原子１～１０個を有し、且つ所望により少なくとも１つの酸素原子によ
り中断されている、部分フッ素化又は全フッ素化アルキル基を表し、
　Ｒが、アルキル、アリール、アリールアルキレニル、及びアルキルアリーレニルから成
る群から選択され、
　Ｒ１が、ハロゲン化物、ヒドロキシル、アルコキシ、アリールオキシ、アシルオキシ、
及びポリアルキレンオキシから成る群から選択され、前記アルコキシ及びアシルオキシは
、所望により、ハロゲンにより置換され、前記アリールオキシは、所望により、ハロゲン
、アルキル、又はハロアルキルにより置換され、
　ｆが、０又は１であり、
　ｇが、１～２の値であり、
　ｒが、０又は１であり、ｒが０であるとき、Ｒｆａは、少なくとも１つの酸素により中
断され、
　ｎが０又は１である、フッ素化化合物。
【請求項２】
　ｒが１であり、Ｒｆａが、
　１～６個の炭素原子を有する全フッ素化脂肪族基；及び
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　式：
　Ｒｆ

１－［ＯＲｆ
２］ｘ－［ＯＲｆ

３］ｙ－により表される全フッ素化基から成る群か
ら選択され、
　Ｒｆ

１が、１～６個の炭素原子を有するペルフルオロ化脂肪族基であり、
　Ｒｆ

２及びＲｆ
３が、それぞれ独立して、１～４個の炭素原子を有するペルフルオロ化

アルキレンであり、
　ｘ及びｙが、それぞれ独立して、０～４の数であり、ｘとｙとの合計が、少なくとも１
であるか、或いは、
　ｒが０であり、Ｒｆａが式：
　Ｒｆ

４－［ＯＲｆ
５］ａ－［ＯＲｆ

６］ｂ－Ｏ－ＣＦ２－により表される全フッ素化基
であり、
　Ｒｆ

４が、１～６個の炭素原子を有するペルフルオロ化脂肪族基であり；
　Ｒｆ

５及びＲｆ
６が、それぞれ独立して、１～４個の炭素原子を有するペルフルオロ化

アルキレンであり、
　ａ及びｂが、それぞれ独立して、０～４の数である、
請求項１に記載のフッ素化化合物。
【請求項３】
　溶媒と、請求項１又は２に記載のフッ素化化合物と、式：
　（Ｒ）ｑＭ（Ｒ１）ｒ'－ｑ

により表される化合物とを含む組成物であって、式中、
　Ｒが、アルキル、アリール、アリールアルキレニル、及びアルキルアリーレニルからな
る群から選択され、
　Ｍが、Ｓｉ、Ｔｉ、Ｚｒ、及びＡＩからなる群から選択され、
　Ｒ１が、ハロゲン化物、ヒドロキシル、アルコキシ、アリールオキシ、アシルオキシ、
及びポリアルキレンオキシから成る群から選択され、
　ｒ’が、３又は４であり、
　ｑが０、１、又は２である、組成物。
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